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学校生活の
一コマを
紹介

　田原南部小学校の裏手には、校歌にも歌われ学校のシンボ
ルとなっている「藤尾山」があります。元旦には、初日の出を
見ようと登山する地域の方もいるほどです。
　本校では、この藤尾山を生かした伝統行事があります。そ
れは、毎年２月に行われる「親子藤尾山登山」です。この日に
向けて、子どもたちは１月下旬から毎日、藤尾山への登山活
動を行います。勾配の急な山道を、多くの子が息を切らしな
がら登り、体を鍛えています。
　保護者は、この登山活動のために、秋に山道整備を行いま
す。倒木を処理したり、落ち葉を払ったり、急な坂には階段を
設置したりと、額に汗して藤尾山を守ってくれています。
　こうして、子どもたちは、代々保護者や地域の方が守り続
けてきてくれた藤尾山を親子で登り、山頂から大久保の景色
を一望することで、登山の達成感やふるさとへの思いを育ん
でいます。
　これからも、この「藤尾山」に見守られながら、たくましく心豊
かな「なんぶのよい子」が育っていくことを願ってやみません。

　泉中学校では、先生たちが担当クラス以外で道徳の授業を
行う「ローテーション道徳」を行っています。担任以外の先生
たちが授業を行うことにより、生徒はいろいろな考え方や価
値観に触れることができます。
　また、参観した先生たちもさまざまな授業パターンを知
り、新たな指導方法を考えるきっかけとなっています。
　生徒たちの感想から、授業に真剣に取り組み、よく考えて
いる様子がうかがえます。

【１年：「理想の上級生」の授業より】「私は怖いと思われず、気
軽に声を掛けてもらえる先輩になりたいです。後輩が困って
いたら、優しく声を掛けて教えてあげたいです」

【２年：「アンパンマンの姿から学ぶ」の授業より】「今日の授
業で、人を思いやる大切さを改めて知ることができました。
人を助けるためには、時に自分も傷ついてしまうこともある
んだなと思いました。でも、それでもアンパンマンは人を助
けていてすごいなと思いました」
　来年度はローテーション道徳４年目を迎えます。さらに生徒
たちにとって価値のある授業にしていきたいと考えています。

「学校のシンボル」
親子藤
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尾山登山 田原南部小学校

「心を育てる」
ローテーション道徳 泉中学校

◦毎日の登山活動

◦親子で登山し、山頂で記念撮影

◦教頭先生による道徳の授業

◦話し合う生徒たち
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